
 

と
か
発
想
を
広
げ
て
い
く
こ

と
に
し
ま
す
。
ま
た
、
お
金

鞭
撻
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

同 
 
 
 

国
光 

朋
子 

 

部
長 

 

奥
村 

健
二
郎 

 

副
部
長 

立
島 

義
彬 

楽
し
み
抽
選
会
』
等
々
。 
中仙道   東  片 飛脚便 第６便 

 

人
た
ち
の
参
加
を
増
や
す
こ

と
、
例
え
ば
、
東
大
一
誠
寮

の
野
球
部
員
に
働
き
か
け
る

く
聴
き
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ 

着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
倍
旧
の
ご
指
導
、
ご

副

 
 

岸 

紀
代
治

会
長

 

同 
 
 
 

大
口 

信
治 

同 
 
 
 

中
島 
篤
博 

 

同 
 

福
島 

伸
孝 

 

総
務
部 

内
容
：
初
期
消
火
、
応
急

救
護
、
起
震
車
体
験
、
煙
ハ

ウ
ス
、
炊
き
出
し
訓
練
、『
お

向丘一丁目中町会ニュース 平成1６年５月２４日発行 総務部会 
町
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
元

気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝

察
し
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
何
よ
り
も
昨
年

度
一
年
間
の
ご
協
力
に
心
か

ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今

年
度
も
別
記
の
役
員
で
町
会

運
営
に
当
た
ら
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
お
力
添

え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

さ
て
、
今
年
度
の
活
動
で

す
が
、
先
ず
お
祭
り
が
挙
行

さ
れ
ま
す
。
伝
統
行
事
を
大

切
に
し
伝
承
し
て
い
く
見
地

か
ら
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
ご
承

知
の
よ
う
に
お
祭
り
に
は
多

く
の
人
力
と
お
金
が
掛
か
り

ま
す
。
今
の
経
済
事
情
を
考

え
ま
す
と
限
界
が
あ
り
ま
す
。

人
力
の
面
は
一
層
多
く
の
町

会
員
の
方
々
の
ご
参
加
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

が
第
一
で
す
が
、
今
ま
で
余

り
考
え
て
こ
な
か
っ
た
若
い

の
面
に
つ
い
て
は
、
出
せ
る

も
の
出
せ
な
い
も
の
を
キ
チ

ン
と
整
理
し
、
極
力
皆
さ
ん

の
ご
負
担
が
少
な
く
て
済
む

よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

十
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て 

祭
礼
、
防
犯
・
防

齢
化
へ

対
応
を
主
軸
に 

災
、
高

の

 
 
 

会

長

 

中
島

幸
夫

次
に
、“
何
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
世
の
中
”
が
続

い
て
い
ま
す
の
で
、
担
当
役

員
に
一
段
の
努
力
を
お
願
い

し
て
事
件
・
事
故
・
火
災
の

な
い
町
会
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
に
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
町
会
員
の
高
齢

化
が
さ
ら
に
進
み
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
申
し
あ
げ
る
ま
で

も
な
く
町
会
活
動
に
こ
れ
ま

で
の
あ
り
方
と
は
違
っ
た
活

動
の
必
要
性
を
投
げ
か
け
て

い
ま
す
。
中
町
会
を
お
年
寄

り
に
も
っ
と
優
し
い
、
住
み

や
す
い
町
に
し
て
い
く
こ
と

に
努
め
て
生
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

そ
の
他
に
も
や
る
べ
き
こ

と
が
多
く
あ
る
と
存
じ
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
よ

 

総
会
は
平
成
十
六
年
五
月

八
日(

土)

、
午
後
六
時
半
か

ら
九
時
ま
で
寿
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
出
席
状
況
が
定

数
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
、
中
島
会
長
を
議
長
に
選

出
し
、
予
め
皆
さ
ん
に
お
届

け
し
た
資
料
に
添
っ
て
第
一

号
議
案
の
平
成
十
五
年
度
事

業
報
告
以
下
、
全
議
案
に
わ

た
っ
て
審
議
頂
き
、
そ
れ
ぞ

れ
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
仮
称

で
発
行
し
て
き
た
中
町
会
ニ

ュ
ー
ス
の
名
称
に
つ
い
て
諮

り
、
全
員
一
致
で
『
中
仙
道 

東
片 

飛
脚
便
』
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
当
日
の
出
席
状
況

は
、
出
席
者
二
四
名
、
委
任

状
に
よ
る
出
席
一
四
三
名
で

し
た
。 

役
員
体
制
は
、
引
き
続
き

左
記
の
方
々
で
構
成
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。《
敬

称

》 
略

。

会 

長 
 

中
 

幸
夫 

島

平
成
十
六
年
度
総
会
報
告 

町
会
費
を
は
じ
め
全
議
案 

承
認
さ
れ
る 

 

相

 
 

藤
生 

千
代
吉 

談
役

同 
 
 
 

大
口 

チ
イ 

同 
 
 
 

棚
沢 

玉
喜 

同 
 
 
 

堀
越 

京
子 

監

 
 

北
村 

治
夫 

査
役

同 
 
 
 

冨
里 

輝
雄 

[

各
部

・
副
部
長] 

部
長

会
計
部 

 

部
長 

 

国
光 

朋
子 

 

副
部
長 

未
定 

文
化
部 

 

部
長 

 

水
野 

俊
一 

 

副
部
長 

石
井 

惞
二
郎 

青
少
年
部 

 
 

部
長 

 

小
林 

 

進 
 

副
部
長 

橋
本 

一
夫 

婦
人
部 

 

部
長 

 

菅
原 

か
ほ
る 

 

副
部
長 

佐
藤 

紀
子 

厚
生
部 

 

部
長 

 

柴
田 

美
恵
子 

 

副
部
長 

中
島 

渥
子 

防
災
部 

 

部
長 

 

今
井 

健
二 

 

副
部
長 

 

裕
陽 

西
村

防
犯
交

 
 

 

通
部

 

部
長 

 

石
原 

文
爾 

 

副
部
長 

中
島 

正
記 

祭
事
部 

 

部
長 

 

柴
田 

誠
一 

 

副

 

水
上 

修
一

部
長

 

 
 
 

久
野 

七
三
江 

同 

 
(

平
成
十
六
年
度
よ
り) 

 [

班 
 
 

] 長

第
一
班 

 

関
口 

 

勇 

第
二
班 

 

松
枝 

 

寛 

第
三
班 

 

梶
間 

重
子

 
 

第
四
班 

 

木
暮 

裕
児 

第
五
班 

 

牧
野 

俊
勝 

第

 
 

岩
下 

吾
郎

六
班

 

同 
 
 
 

武
藤 

智
子 

第
七
班 

 

浅
田 

て
い
子 

第
八
班 

 

菅
原 

正
行 

第
九
班 

 

吉
武 

潤
一
郎 

第
十
班 

 

山
田 

朝
彦 

第
十
一
班 

岡
本 

靖
一

 
 
 
 

 
 

第
十
二
班 

柿
原 

浩
太 

第
十
三
班 

小
川 

弘
之 

 

以
上
、
班
長
の
方
々
は
一

年
間
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
四
回
「
防
災
の
集
い
」

骨
子
決
ま
る 

今
年
は
次
の
通
り
実
施
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

予
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
予
定
お
き
下
さ
り

奮
っ
て
ご
参
加
願
い
ま
す

、 
 

 

。

日
時
：
七
月
十
八
日(

日) 
 

午
前
十
時
〜
十
一
時
半 

会
場
：
水
道
局
駐
車
場 



 
 
 
 

第
１

親
子
料
理
教
室 

 
 
 

第
１

親
子
料
理
教
室 

中町会点描③ 

 中 町 会 の生 い立 ち 
 これまで主にお神輿にかかわる事柄でしたが、今回は

当町会の生い立ちについて振り返ってみたいと思いま

す。 
 約４００年前、徳川家康が江戸に幕府を開闢し、日本全

国を治めるため日本橋を起点に五街道を整備、当町会は

その一つ「中仙道」に面しています。ご承知のように向か

い側は西片町です。しかし当初は安部伊勢の守(丹後宮
津→宇都宮→福山藩)の上屋敷はなく、また当町会地域も
御先手組・組屋敷があり、戦前まで裏通り(寿会館)はお組
と呼ばれ、中仙道の道幅も現在の半分程度でした。江戸

時代も安定し街道沿いに賑やかになった頃から町屋が増

え、駒込片町と名称が付いたようですが、江戸時代の地

図では吉祥寺の前側も駒込片町となっています。また、中

仙道沿いには千川浄水が引かれ、農学部前(本来の駒込
追分)のところに浄水の溜りがあったと聞いています。そこ
には一里塚があり現在一里塚の石碑は根津神社の境内

にあります。戦後、中仙道を舗装工事したときに鏡湯前の

路面下１ｍ弱から７～８ｍの千川浄水の木管が出土しまし

た。４～５０ｃｍの角材をくり貫き蓋がしてありました。 
 話が横道にそれてしまったので、続きはまたの機会にい

たします(東片町の簡単な由来は区の表示板に載ってい
ます)。江戸初期の地図にも藤生前会長宅前の路が記さ
れていますが、周りは全て畠でした(一説には桑畑)。多分
この辺からは小判は出ません。 

回

  回

  
    

今

後

の

行

事

予

定 

今

後

の

行

事

予

定 

六
月
五
〜
六
日 

町
屋
町

会
祭
礼
に
友
好
協
力
町
会
と 

六
月
五
〜
六
日 

町
屋
町

会
祭
礼
に
友
好
協
力
町
会
と 

し
て
応
援
参

 

祭
事
部 

 

し
て
応
援
参

 

祭
事
部 

 

加

六
月
十
二
日 

祭
礼
委
員

会
発
足(

祭
礼
実
行
委
員
長

選
出) 

加

六
月
十
二
日 

祭
礼
委
員

会
発
足(

祭
礼
実
行
委
員
長

選
出) 七

月
十
八
日 

防
災
の
集

い(

概
要
別
記
の
通
り) 

七
月
十
八
日 

防
災
の
集

い(

概
要
別
記
の
通
り) 

七
月
下
旬 

ラ
ジ
オ
体
操

於
・
誠
之
小
学
校 

五
町
会

連
合 七

月
下
旬 

ラ
ジ
オ
体
操

於
・
誠
之
小
学
校 

五
町
会

連
合 

 
行 
事 

報 

告 
 

行 
事 

報 

告 

  

親
子
料
理
教
室(

餃
子
を

作
っ
て
た
べ
よ
う
会) 

親
子
料
理
教
室(

餃
子
を

作
っ
て
た
べ
よ
う
会) 

三
月
二
十
七
日(
土) 
誠

之
小
学
校
家
庭
科
教
室
を
お

借
り
し
て
開
き
ま
し
た
。
参

加
者
十
六
名
。
そ
れ
な
り
に

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

 
 

青
少
年
部 

三
月
二
十
七
日(
土) 
誠

之
小
学
校
家
庭
科
教
室
を
お

借
り
し
て
開
き
ま
し
た
。
参

加
者
十
六
名
。
そ
れ
な
り
に

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

 
 

青
少
年
部 

根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
り
の

お
手
伝
い 

四
月
二
十
九
日

(

木) 

今
年
は
休
日
と
重
な

っ
た
た
め
朝
八
時
半
か
ら
夕

方
五
時
近
く
ま
で
の
お
手
伝

い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
お
客
様
が
多
く
茶
屋

の
中
は
て
ん
て
こ
舞
い
で
し

た
。
柴
田
さ
ん
の
“
美
味
し

い
お
饅
頭
は
い
か
が
で
す
か

‼
”
の
呼
び
込
み
の
効
果
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

季
節
外
れ
の
暑
さ
の
中
冷
た

い
麦
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
汗

を
拭
き
ふ
き
の
一
日
で
し
た
。

今
年
も
十
一
名
の
方
々
＋
中

島
会
長
の
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

 
 

 

根
津
神
社
つ
つ
じ
祭
り
の

お
手
伝
い 

四
月
二
十
九
日

(

木) 

今
年
は
休
日
と
重
な

っ
た
た
め
朝
八
時
半
か
ら
夕

方
五
時
近
く
ま
で
の
お
手
伝

い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
お
客
様
が
多
く
茶
屋

の
中
は
て
ん
て
こ
舞
い
で
し

た
。
柴
田
さ
ん
の
“
美
味
し

い
お
饅
頭
は
い
か
が
で
す
か

‼
”
の
呼
び
込
み
の
効
果
が

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

季
節
外
れ
の
暑
さ
の
中
冷
た

い
麦
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
汗

を
拭
き
ふ
き
の
一
日
で
し
た
。

今
年
も
十
一
名
の
方
々
＋
中

島
会
長
の
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

 
 

 

す
。

婦
人
部
・
菅
原 す
。

婦
人
部
・
菅
原 

  

四
月
五
日 

根
津
神
社
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

 
 

五
千
円 

 
 

 

四
月
五
日 

根
津
神
社
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

 
 

五
千
円 

 
 

 

代

四
月
九
日 

み
ど
り
の
募

金 
 
 
 
 
 

千
八
百
円 

代

四
月
九
日 

み
ど
り
の
募

金 
 
 
 
 
 

千
八
百
円 

五
月
十
日 

青
少
年
対
策

向
丘
地
区
委
員
会
総

会
費(

会
長
他
一
名) 

六
千
円 

 

五
月
十
日 

青
少
年
対
策

向
丘
地
区
委
員
会
総

会
費(

会
長
他
一
名) 

六
千
円 

 

諸
会
費
・
町
会
負
担
金 

支
出
状
況
報
告 

 

五
月
十
七
日 

ラ

ジ
オ
体
操
年
間
会
費 

二
千
円 

 

五
月
十
七
日 

ラ

ジ
オ
体
操
年
間
会
費 

二
千
円 

五
月
二
十
日 

向
丘

地
区
町
会
連
合
会
費 

三
万
円 

五
月
二
十
日 

向
丘

地
区
町
会
連
合
会
費 

三
万
円 

高
橋 

照
子
様

高
橋 

照
子
様 

一
ノ
四
ノ
一  
一
ノ
四
ノ
一 

四
月
一
日 

八
七
歳 

 

四
月
一
日 

八
七
歳 

 
 

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

訃 
 
 
 

報 

                                                                      

水野
長方形


